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（10）エア充填















タ 　 ワ 　 ー

ア ーム ロ ッ ク ボ タ ン

タ イ ヤ 爪

タ ー ン テ ー ブ ル

ス ラ イ ダ ー

チ ャ ッ ク 爪

ビ ー ド ブ レ ー カ ー

回 転 ペ ダ ル

ビードブレーカーペダル

チ ャッ キ ン グ ペ ダ ル

タ ワ ー 倒 立 ペ ダ ル

Ｍ Ｄ ヘ ッ ド

ビードプレスローラー

ビードアップローラー

マ ウ ン ト プ レ ス 板

ホイールプレスコーン

連 動 ペ ダ ル
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転倒・倒立を行う主要フレーム

タイヤ爪をフリーにさせる押しボタン

タイヤの脱着を行う為の主要爪

タイヤ・ホイールを乗せるテーブル板

テーブル板溝内をスライドする

ホイールを固定する主要爪

ビードを落とす為のブレード

テーブル板の正転・逆転を行うペダル

ビードブレーカーを作動させるペダル

スライダーの開閉を行いホイールを固定するペダル

タワーの転倒・倒立を行うペダル

上側ビード脱を行う為の樹脂製の爪

上側ビード組込みの際タイヤビードを押さえるローラー

下側ビードがはまり込んだ際持ち上げるローラー

上側ビード組込みの際タイヤビード部を押さえ回転と一緒に回る板

チャッキングの際ホイールを抑える樹脂コーン

エア充填とインフレーターを作動させるペダル



減圧弁

圧力計

タワー倒立シリンダタワーバルブ

チャックシリンダ

スリップリング

チャック
バルブ

ハンドバルブ マウントプレス
シリンダ

ＴＡＣバルブ
ビードアップ軸
ロックシリンダ

ハンドバルブ ビードアップシリンダ

スピコン
ジョイント

スピコン
ジョイント

連動ゲージ
バルブ

メカバルブ 垂直ア－ムロックシリンダ

水平ア－ムロックシリンダ

オペレート
バルブ

ビードバルブ

ビードシリンダ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

ＭＤヘッドシリンダ

ビードプレス軸
ロックシリンダ

ＴＡＣバルブ

ハンドバルブ

ＴＡＣバルブ

ビードプレスシリンダ

ツール反転
ロック解除

フィルタ

圧力計

減圧弁 オイラー

ＴＡＣバルブ



直立するか。

転倒し、再度ペダルを

直立します。



ペダルを踏み込むと、ターンテーブルは正転（時計回り）し、押し上げると

逆転（反時計回り）します。



①タイヤ内のエアを完全に抜き、バランスウエイト等は取り除い

　てください。

②テーブル板及びチャッキングシリンダーがホイールに接触する

　可能性がある場合には、事前に回転させ移動してください。

③ピンの差替えによりタイヤ・ホイールのサイズや形状に合わせ

　てブレード角度を調整してください。

④ビードブレーカー部にタイヤを垂直に立てビードブレーカーの

　ブレード部をホイールより１０～２０ｍｍ離してセットします。

⑤ビードブレーカーペダルをゆっくり踏み込み、ビードを落とし

　ます。

⑥１回でビードが落ちない場合は、タイヤ位置を少し変えて再度

　ペダルを踏んでください。

⑦タイヤを裏返し、同様の作業を行います。



①タイヤマウント・ディマウント作業の際は、必ずホイールを外側クランプしてくだ

　さい。

②アルミホイールやリバースホイールをチャッキングする際はスライダーカバーを

　使用する等、ホイールへの傷付きを防止してください。

ドロップセンター位置

①水平・垂直アームのロックを解除して、タイヤ爪を後方に戻してから再度アームをロックし

　ブームを倒します。

②ホイールをテーブル板に乗せる前に、中間ストップ操作であらかじめスライダー位置をホ

　イールサイズに合わせてください。

③ホイールをチャックする際、４つのチャック爪の内側にホイールがあることを確認してから

　チャッキングペダルを踏み、ホイールを外側固定してください。

④ホイールのドロップセンター位置が上になるようにセットしてください。

　通常ドロップセンター位置はホイールの表面に近い位置にありますが、リバースホイール

　は表面から遠い位置にあります。

（16インチに合わせた場合）
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刻印〈ホイールサイズ合わせ〉

中間ストップ操作で、テーブル板上の溝に
作業するホイールサイズ（径）の刻印を合わせる。

�Q�Q

�Q�O

�P�W

�P�U

�P�S

�P�Q

�P�O

テーブル板上溝



ビードの硬い扁平タイヤ等の組込みはドロップセンター部への押さえ込みが大変です。

この様な場合はビードプレス装置を使用することでスムーズな組込みが行えます。

①ハンドバルブでプレス装置を上昇し、タイヤより上側にセットします。

③ハンドバルブでプレス装置を下降し、タイヤビード部が

　ドロップセンター位置にくる高さにセットします。

④その後、テーブル回転により組込みを行います。

②水平軸の出し入れによりビードプレスローラーをホイー
　ル径付近まで伸ばし、水平軸をロックします。
　この時タイヤ爪の干渉が無いようにビードプレスローラ
　ーをセットしてください

この際、タイヤ爪に対してビード部が左側のヘッドのつばに乗っていること、右

側はこぶ下に落ちていることを確認して回転を行ってください。

直立 直立
直立

ロックするとタイヤ爪とホイールには自動でクリアランスが確保されます。



下側ビードの取り外しの際、ビードの硬い扁平タイヤ等ですとテーブル回転時にめくり上げ

ていたビードが落ちてしまうことがありますが、このような時にビードアップ装置を用いれ

ば容易に作業を行うことができます。

①ハンドバルブでアップ装置を最下位まで下降させます。

③ローラーをある程度上昇させ、タイヤレバーで下側のビ

　ードをめくり上げます。

④更にローラーを任意の位置まで上昇させ、タイヤレバー

　を外します。この状態でテーブル板を回転させれば簡単

　に取り外せます。

②テーブル板と下側ビードの間にローラーを挿入し、ホイー
　ル下側のリム径付近まで水平軸を引き出し、水平軸をロッ
　クします。

ビードの硬い扁平タイヤ等の組込みはビードプレス装置だけでは回転中にビード部がめくり上

がる場合がありますが、マウントプレス装置を併用すると、よりスムーズな組込みを行うことが

できます。

①ハンドバルブでマウントプレス装置を上昇させます。

③ハンドバルブでマウントプレス板がビード部をドロップ

　センター位置に押し下げる位置までプレス装置を下降

　します。

④その状態でテーブル板を回転させると、マウントプレス

　板がタイヤ回転と一緒についていき、スムーズな組込み

　が行えます。

②マウントアームを回転させ、マウントプレス板を右側９０°程度の位置でホイール径に合わせます。



ビードの硬い扁平タイヤ等のタイヤホイールをチャッキングする場合、ホイールとビードの隙

間が少なく、押さえ込みが大変ですが、ホイールプレス操作により確実なチャックを行えます。

①中間ストップ操作であらかじめスライダー位置をホイールサイズに合わせます。

③プレスアームを手前いっぱいに引き、テーブル板センター部に寄せます。(当たりにあたる

　まで寄せます。)　

④プレスアーム先端部にプレスコーンをセットします。

⑥チャッキングペダル操作でチャック爪をホイールが確実にチ

　ャックできる位置までセットしたら、プレスアームの押さえを

　少し緩めてからホイール を確実にチャックさせます。　

②タイヤホイールをテーブル板上に乗せます。

⑤ホイールのセンターをある程度プレスコーン位置に合わせ、ホ
　イールが４つのチャック爪内側にあることを確認し、プレスコ
　ーンが落ちないように手でサポートしながらプレスアームを下
　降し、ホイールを押さえ込みます。

①プレスアームでホイールを押さえる際、必ずホイールが4つのチャック爪内に

あることを確認してください。チャック爪内にない状態でチャッキングを行う

と、ホイールを損傷する危険性があります。

②プレスアームでホイールを強く押さえた状態で一気にチャッキングをさせよう

とするとホイールや機械を破損する危険性があります。

プレスアーム

プレスコーン

マウントプレス板でタイヤを押さえてのテーブル回転は、タイヤ爪に干渉する前

で停止し、上側に逃してください。

タイヤサイド面にタイヤクリームを塗ると、マウントプレスでタイヤを押さえ回

転していく際に、マウントプレス板がタイヤから滑り外れ、アームが飛んでくる

場合があります。

また、タイヤサイド幅が非常に薄い扁平タイヤを押さえる際にも同様の症状が起

こる可能性があります。



レバー作業（主に通常タイヤ）

レバーレス作業（主に扁平タイヤ・ランフラットタイヤ）

１．上側ビード外し（ＭＤツール操作）

タイヤ爪

ップセンターに落ちていることを確認しながらディマウントしてください。



　ビードプレス軸をフリーにして、マウントプレス板でＭＤヘッド挿入

　位置横のタイヤビード部を押さえホイールリムとタイヤとの間に隙

　間を作り、ＭＤヘッドがホイールリム径近くまでくるようにビードプ

　レス軸を伸ばします。この時、バルブ位置を図の位置にくるように

　セットしてください。 MDヘッド

ハンドルピン

リム径ライン

バルブ位置

ターンテーブル正転方向

ビードプレス軸
ロック

マウントプレス板

ターンテーブル正転方向

サポートバー

MDヘッドを所定の位置まで下げて、ビードプレスシャフトロッ

クスイッチ操作でビードプレス軸をロックします。

マウントプレス板でMDヘッド反対側のタイヤビードをホイール

ドロップセンター部までしっかりと押し下げて、タイヤビードを

ホールドしたままMDヘッドを所定の位置まで上げます。



〔他のＭＤヘッド挿入方法〕

特にリムガードが大きいタイヤや柔らかいタイヤへ挿入する場合に

は、ＭＤヘッド真下にプレス板をセットし板の上を滑らせると、よりス

ムーズに挿入できます。（右図参照）

この場合はM/Dヘッド部以外のビードをもう一度しっかりとドロップセンタ
ーまで落とし込み、サポートバーを差し込みホイールと共にテーブルを回転
させてください。

対側のビードがホイールドロップセンターに落ちている事を確認しながら作
業を行ってください。ドロップセンターに落とさずに持ち上げていくとタイ
ヤビード及び樹脂爪の損傷につながる事があります。

すので充分ご注意ください。

してください。塗らずに作業を行うとタイヤビード部及びホイールを損傷す
る恐れがあります。



①ビードアップローラーを最下位まで下げ、ホイール下側の

リム径付近まで水平軸を引き出し、ビードアップシャフトロ

ックスイッチ操作で水平軸をロックします。（ローラーをホ

イールリムに軽く接触させるくらいまで伸ばす。）

②ビードアップローラーでタイヤ下側ビードを押し上げてい

きます。

　この時ビードアップローラー反対側のタイヤビードをドロ

ップセンター部まで持ち上げてください。

③ビードアップローラーで下側ビードをホイール上側リム上

に押し上げたら、ターンテーブルを正転させタイヤを外し

ます。

ドロップセンターに押し込んでください。

タワーを直立させます。

４

２．下側ビード外し

①ビードアップローラーで下側ビードを押し出す際は必ずローラー反対側のタイ

　ヤビードがドロップセンター部にあることを確認してください。

　ドロップセンター部にない状態で無理矢理押し出そうとすると、ホイールの飛

　散やタイヤビードが損傷する危険性があります。

②ビードアップローラーで下側ビードを押し出しターンテーブルを回す際、タイ

　ヤビード部が損傷しないか確認しながら作業をおこなってください。

ビードをドロップ
センター部へ持ち上げる



① エアチャックをホイールのバルブに挿し込みます。

② 連動ペダルを軽く踏みエアを充填します。

③ 連動ペダルを離すとタイヤ内圧が圧力計で確認きます。

　 内圧を十分確認しながら規定値までエアを充填してください。

④ エアを入れすぎた時は、排気ボタンを押すことで押している間

　 エアを抜くことができます。

エア充填操作

インフレーター操作

軽く踏む

強く踏む

圧力計

排気ボタン

（１０）エア充填（ペダル連動式エア充填機）

エア充填操作

① ホイールを内側からチャッキングします。

　 特にアルミホイールでの作業時には傷付き防止の為、内掴み用

　 のプロテクターを使用しホイールをチャッキングしてください。

② エアチャックをホイールのバルブに挿し込みます。

③ 連動ペダルを強く踏みインフレーターを作動させ、タイヤビー

　 ドをホイールにシートさせます。

インフレーター操作2

ドロップ
センター部

ドロップ
センター部

マウント時、連続回転で一挙にタイヤを組み込もうとすると、タイヤを損傷

する恐れがありますので、（G）図のようにビード部がホイールのドロップセ

ンター部に入っているかを確認して回転・停止を繰り返しながら、徐々にマ

ウントしてください。



①タイヤに供給する充填圧力は「ＪＡＴＭＡ整備基準値」に適合した圧力に調整

し供給してください。

　機械出荷時(初期設定)は５００ＫＰａに設定してあります。

②タイヤの空気充填作業を行う場合は、エアの入れ過ぎに十分注意し、安全囲い

の使用やタイヤチェンジャーでの固定等、破裂したタイヤ等の飛来を防止する

措置を行ってください。

警　 告



直  立



ルブリケータに油を供給するには２通りの方法があります。

フィルプラグから油を供給する場合には加圧状態でも供給が可能です。

フィルプラグを回し取り外すとボウル内の圧力が抜けます。

① フィルプラグから供給する場合

【ルブリケータの油の供給（Ｌ３０００タイプ）】 使用油：タービン油（ISO VG32） 

圧縮空気を止めて、製品内に圧力がないことを確認したうえで、ボウルを取り外します。

・ラッチを指で押しながらボウルガードとボウルを約４５°(ラッチの△マークがボディの

  △マークに合うところまで）回します。(図 Ⅰ . Ⅱ 参照)左右どちらに回しても可。
・そのまま下方に引き抜けば、ボウルとボウルガードが一緒に外せます。(図Ⅲ参照)
・組み立てる時は、分解の逆の要領で行います。

・圧縮空気を入れる時に、ラッチがボディの凹部に確実に入っていることを確認してから

  入れてください。(図 Ⅰ 参照)

② ボウルから供給する場合  (※ 加圧時供給不可)

フィルプラグ

図 Ⅰ 図 Ⅱ 図 Ⅲ

ラッチ

ボウル
ガード



アジャスティングドームをＯ方向に回すと油滴下量が増え、Ｓ方向に回すと油滴下量が
少なくなります。
調整しにくい場合は、ドーム上部の凹溝にコイン等を入れて回すと回しやすくなります。

【 ルブリケータの油滴下量の調整 】

工場調整時(初期)には油滴下量はビードブレーカーペダルを２回踏んで１滴落ちるよう

に設定してあります。(ビードシリンダーピストン２往復で１滴滴下)

滴下量は油温で変化しますので特に冬場には滴下し難く、夏場には滴下し易くなります。

上記調整方法により、定期的に滴下量を初期設定量に調整してください。

アジャスティングドーム

O S
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ビードプレス＆レバーレス装置、マウントプレス装置、  ホイールプレス装置、

インフレーター装置、ペダル連動式エア充填機、収納ＢＯＸ

WS3299-GX00

12～24インチ（外固定式）

3.5～13インチ

径1,100mm　幅350mm

3相・200V・0.75kw

1,000kPa

525kg

RSW-GX
商 品 番 号

適 用 リ ム 径

適 用 リ ム 幅

最 大 タ イ ヤ

電源・モーター

使 用 空 気 圧

本体重量（約）

標 準 装 備

3
0
1

200 200

400 175

(26)

400

MAX：1340

MAX:900 MAX:855

200385 1005255

MAX：1845
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70
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１年以内です。商品保証規定の
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RSW-GX

PC用タイヤチェンジャー SMART WINNING

WS3299-GX00商品番号

５令 和

令 和

令 和

令 和

６ １

株 式 会 社 ア ル テ ィ ア



株式会社  アルティア
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

〒007－０803
〒983－０034
〒134－０088
〒134－０088
〒465－０035
〒556－０021
〒733－０842
〒812－０007
〒134－０088

札 幌 支 店
仙 台 支 店
首 都 圏 支 店
関東信越支店
名 古 屋 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店
福 岡 支 店
機 工 営 業 部

011(786)2010
022(783)3810
03(5659)8180
03(5659)8180
052(775)4010
06(7708)8820
082(277)2340
092(411)5351
03(5659)8162

札幌市東区東苗穂三条３－１－81
仙台市宮城野区扇町3－2－15
東京都江戸川区西葛西7丁目20番地10号
東京都江戸川区西葛西7丁目20番地10号
愛知県名古屋市名東区豊が丘 26 番地
大阪市浪速区幸町3丁目 7－11
広島市西区井口5丁目 25－21
福岡市博多区東比恵 3－6－1
東京都江戸川区西葛西7丁目20番地10号

●仕様は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
●ご用命・ご相談はお近くの各販売会社・アルティア各支店までどうぞ。
●アルティアホームページ　http://www.altia.co.jp.

　　  「販売会社又は施工業者の方へお願い」
この取扱説明書は、お客様に必ず渡してください。

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

〒007－０803
〒983－０034
〒104－６206
〒104－６206
〒465－０035
〒556－０021
〒733－０842
〒812－０007
〒104－６206

札 幌 支 店
仙 台 支 店
首都圏関越営業部
関東信越支店
名 古 屋 支 店
大 阪 支 店
広 島 支 店
福 岡 支 店
機 工 営 業 部

011(786)2010
022(783)3810
03(6777)0331
03(6777)0334
052(775)4010
06(7708)8820
082(277)2340
092(411)5351
03(6777)0038

札幌市東区東苗穂三条３－１－81
宮城県仙台市宮城野区扇町3－2－15
東京都中央区晴海1－8－12 晴海トリトンスクエアZ 6
東京都中央区晴海1－8－12 晴海トリトンスクエアZ 6
名 古 屋 市 名 東 区 豊 が 丘 26
大阪市浪速区幸町 3－7－11
広 島 市 西 区 井 口 5－25－21
福岡市博多区東比恵 3－6－1
東京都中央区晴海1－8－12 晴海トリトンスクエアZ 6


